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1. 目的
リトルリーグ関西連盟の大会情報、大会結果、試合スコア、試合の写真、監督・選手のインタビュー、イベント情報をサンスポーツワイドリトルリーグに掲載するために、サンケイスポーツへリトルリーグ関西連盟より掲載記事の原稿内容を提供する手順と基準を明確にし、適切で効果的な情報発信をサポートすることを目的とする。

2. 適用範囲
本ガイドラインは、リトルリーグ関西連盟からサンケイスポーツへ提供されるすべての原稿内容に適用され、関係者にも適用される。

3. 提供手順
3-1． 事前準備
1 目的
大会スケジュール、会場、チーム名、選手名等の情報を事前に整理し、正確な情報を提供する。
2 提供者
ワイドリトルリーグ関係者全員（普及部、競技部、総務部、各ブロック長、イベント主催者）
3 提供方法
大会パンフレット原稿もしくは大会要項をサンスポ赤沼さんにメールで送付する。
4 送付先
takao.akanuma@sankei.co.jp
5 連絡先
080-8462-2820
6 送付担当
· 連盟大会	：総務部
· ブロック大会	：各ブロック
· 記念大会	：記念大会主催者
· イベント	：イベント主催者
3-2． 送付
1 原稿締切
火曜日午前10時		（金曜日掲載）
2 送付先
サンケイスポーツ赤沼隆男：　takao.akanuma@sankei.co.jp
3 連絡先
080-8462-2820



4. 原稿内容
4-1.　試合結果
1 連盟大会
· 本スコア
試合本部スコアをLINEアルバムにアップする　（リトルリーグ関西連盟役員グループLINE）
· 簡易スコア
連盟HP試合速報にアップする　http://www.littleleague.jp/gamenews/
2 ブロック大会
ブロック役員より大会スコアをサンスポ赤沼さんへメールで送付する。
3 記念大会
記念大会主催者より大会スコアをサンスポ赤沼さんへメールで送付する。
4-2.　インタビュー
1 インタビュー対象者
勝利チーム監督、敗戦チーム監督、活躍した選手
2 方法
· 「サンスポワイドリトルリーグ掲載用インタビューシート」をもとに監督、選手にインタビューを行い、コメントをエクセルに入力する。
※「サンスポワイドリトルリーグ掲載用インタビューシート」は連盟HPよりダウンロード
http://www.littleleague.jp/application/ 
· 監督、選手の氏名はフルネーム、選手は学年も入力する。
· 入力した「サンスポワイドリトルリーグ掲載用インタビューシート」（エクセルデータ）をサンスポ赤沼さんへメールで送付する。
4-3.　写真
1 ファイル形式
Jpeg
2 ファイル名
· 各チーム集合写真: [チーム名] がわかるファイル名で送付する。
ex.20241020_大阪シティリーグ_大阪布施チーム.jpg
· プレー写真: [チーム名] - [選手名]がわかるファイル名で送付する。
ex.20241020_大阪シティリーグ_大阪布施チーム_大谷翔平.jpg
※インタビューシートと一緒にメールで送付する。
3 プレー写真アングル
（例）
· ホームインをベンチで出迎える場面
· 監督から指示を受けている場面
· 勝利が決まりマウンドに集まるシーン
· 表彰を受けているとき



4-4.　イベント
フェスタ、野球教室、ティーボール大会、卒団式、初詣必勝祈願などの情報を提供する。

1 事前連絡
· イベント名:
· 日時:
· 場所:
· 参加人数:
· 簡単な内容:
· コメント:
2 終了結果報告
· イベント名:
· 写真:
· 日時:
· 場所:
· 参加人数:
· 簡単な内容:
· インタビュー：
· コメント:

4-5.　 雨天順延時などの原稿対策
雨天などで試合が順延になった場合に備えて、予備の原稿を準備して提供する。

（原稿例）
1 チーム紹介
· 各チームの歴史、主要な選手、監督・コーチの紹介
· 過去の戦績や特徴的なプレースタイル
2 選手インタビュー
· 選手のインタビュー
· 彼らのバックグラウンドや練習風景、目標について
3 地域活動やイベント
· チームが参加する地域活動やイベントのレポート
· 子供たちが参加するキャンプやフェスティバルの紹介
4 ファンの声
· ファンや保護者からの応援メッセージやコメント
· 試合観戦の感想やチームへの期待




5. 参考資料
5-1.　サンスポ赤沼さんからのインタビューに関するアドバイス

勝利監督（敗者の場合もあり）やヒーロー選手のコメント記事です。
監督インタビュー編
◆サンスポカップで見事頂点に立った高槻リトル・谷合一志監督
「決勝戦ということもあり、選手からは緊張しているのが、試合前から分かりました。『今までやってきたことをやれば大丈夫』と背中をおしましたが、なかなかほぐれませんでしたね。先発の●●もその影響から高めのボールが多かった。要所を抑えられたのは女房役で主将の△△が声をかけ励ましてくれたことが、大きかったと思います。五回に相手４番の中堅へのあたりは『越えたかな？』と思いましたが、〇〇が必死に跳びついて捕球してくれました。あれで流れがぐっとこちら側にきましたね。最後まであきらめず繋ぐ野球をやり通せたので、決勝点を奪えたと思います。12人と少人数ですが、今後につながる勝利でした。選手に感謝ですね。」
ヒーローインタビュー編
◆先頭打者として３安打の大暴れで勝利に貢献した高槻の切り込み隊長・谷合一志遊撃手
「自分が出塁して、チームの雰囲気を盛り上げようと考えていました。まっすぐだけねらっていたので、思い切り振り抜きました。打った瞬間に手応え十分なあたりでした。あそこからみんなが続いてくれたので勝てたと思います。」
（今の気持ちを誰に伝えたい？）
「いつもお弁当を作ってくれるお母さんや練習に付き合ってくれるお父さんに伝えたいです」
ここまでの行数を取材するのは難しいと思います。聞かれる監督も「どうでしたか」だけでは答えは少なくなります。
・先発投手は３回までパーフェクトでしたが、この投手のよいところはどこになりますか？
・勝ち越しタイムリーの打者に対しては「打った球種は何？」「どうゆう気持ちで打席に入った？」「この気持ちを誰に伝えたい？」など答えを引き出すワードを投げかけると、答えも多くなると思います。
選手へのインタビューは以下のポイントを押さえておく
 打者の場合
・「打った球種は？」
・「打った瞬間の手ごたえは？」
・「どんな気持ちで打席に入った？（緊張とか）」
 投手の場合
・「今日はどんな球種がよかった？」
・「マウンドで心掛けていることは？」
・「ピンチの場面での気持ちは？」

監督のコメントは登場人物を増やせば必然的に行数は多くなります。スコアブックから拾い上げるのも選考理由のひとつかと思います。



5-2.　掲載記事

1 大阪茨木14年ぶり優勝／2025年度第40回サンスポカップ・ゼット杯争奪リトルリーグ
関西連盟選手権大会・メジャーの部　（2024年10月4日掲載）
[image: ]　[image: ]
「2025年度第40回サンスポカップ・ゼット杯争奪リトルリーグ関西連盟選手権大会・メジャーの部」最終日は9月29日、大東市の龍間ぐりーんふぃーるどで開催。大阪茨木が準決勝で宝塚、決勝で京阪をともに四回コールド10―0で破り、14年ぶり2度目の優勝を果たした。大阪茨木は11月の西日本選手権（9、10日、愛媛県西条市）に関西第1代表で、2位の京阪が同第2代表で出場する。3位は宝塚と堺だった。
　
大阪茨木が力を見せつけ秋のビッグ大会を制した。気合十分で臨んだ強敵の宝塚との準決勝。一回表の1死一、三塁を先発・二宮累（6年）がしのぐと、その裏に1番・伊藤蓮音（6年）の右前打を口火に打者13人の猛攻だ。2巡目の伊藤の2ランなど8安打で8点を奪って、結局10―0で四回コールド勝ちした。
大阪茨木・貴盛は決勝の二回に奮起の２ラン
「圧勝はよかった」と伊藤。二宮も「宝塚には（6年以下の）同級生対決で絶対に勝とうと思った」と振り返った。これで11月の西日本出場を決め、続く決勝の京阪戦は貴盛賢翔（6年）が自身初本塁打の2ラン。準決勝は2三振で途中交代した9番打者は決勝までの間に必死でスイング練習を繰り返した。「打たないとスタメン落ちになる。感触があったしうれしい」。またも四回コールド10―0で優勝だ。
「ピッチャーが流れを作った」と神岡泰弘監督は準決、決勝零封の投手陣を評価する一方、攻撃面にも手応え。「1日300スイング、全員ホームランを打とうと取り組んで2年かかって」自慢の打線ができた。「まだ無敗なので」と伊藤が胸を張るように、5月から7、8月の記念大会含め関西負けなし。14年ぶりにゼット杯メジャーを制し、「次は西日本1位を目指してやります」。大谷勇貴主将（6年）は力強く宣言した。



京阪２位！準決勝で逆転勝ち
大東、高槻、南京都の連合チームの京阪が粘り勝って西日本切符をつかんだ。準決勝の堺戦で2―2の三回、4番を申告敬遠後に5番に満塁被弾。「4番が当たっていたからリスク回避だったが甘すぎた」と高橋智之監督は悔やんだが、2―6の四回に反撃だ。
2点差に迫り1死二、三塁から2番・尾﨑撞璃（6年）が中前同点打。「監督から『コンパクトに単打を』と。エラーを取り返そうと思った」。そして2死後、4番・山名耀仁（6年）が勝ち越し二塁打を放ち、7―6のまま五回裏途中90分時間切れで逃げ切った。
「ホームランで絶望的だったが、時間的にもチャンスはそこしかない。強い気持ちで打席に入った」と会心の笑み。「1点ずつ積み重ねて何とか追いついた」と登森航佑主将（6年）。決勝は0―10で大阪茨木に敗れたものの、西日本の関西第2代表に滑り込んだ。
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◆準決勝で完敗の宝塚・李相鎬監督　
「全力を尽くしてこの結果。ウチの実力がここまで。一回（逸機）の問題じゃない。内容的に完敗。一から立て直さないと」
◆準決勝で逆転負けした堺・伯井敦監督　
「（西日本に）連れて行ってあげたかったが、ホンマにもう一歩だった」
◆同・中辻佑斗（6年）は勝ち越し満塁弾が実らず　「やったと思った。最後まで投げ切りたかったが…」



5-2.　掲載記事

② 宝塚が連覇！　兵庫合同が準優勝　大阪中央、堺が3位／サンスポカップ・ゼット杯争奪関西連盟
選手権大会・マイナーの部　（2024年10月18日掲載）

2025年度第40回サンスポカップ・ゼット杯争奪リトルリーグ関西連盟選手権大会（マイナーの部）の準決勝、決勝が13日、大阪府大東市の龍間ぐりーんふぃーるどで開催。準決勝第1試合は兵庫合同が5－1で堺に勝利、同第2試合では宝塚が13－2で大阪中央に勝った。決勝は序盤にリードを奪った宝塚が兵庫合同の反撃をかわし6－5で勝利し、頂点に立った。
　[image: ]
★宝塚・岸部監督「成長できていた」
大会連覇を達成した宝塚・岸部泰典監督に大会を振り返ってもらった。
－－勝因は
「経験の少ない選手ばかりだが、チームとして日々成長できたことだと思う」
－－活躍した選手やプレーは
「準決勝（兵庫合同戦）で林福人（4年）が放ったランニングホームラン」
－－試合の流れを左右した瞬間は
「決勝戦でマウンドに立った守本知紘（3年）と文元麟玖（4年）の好リリーフで流れを呼んだ。そこから効率的に得点につながった」
－－チーム全体の連携は
「協力しながら、成長できていた」
－－次の試合に向けての展望は
「一つ一つ勝ってチームとして成長していきたい」

◆チームを引っ張った宝塚・中村斗磨主将（4年）　
「大会連覇に向けて、よい雰囲気で試合に入れるように気を付けました。決勝戦の最終回は緊張しましたが、チームの仲間を信じて頑張りました。優勝が決まった瞬間が一番うれしかったです。今後の試合も全部勝って、MLBに出場したいです」
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◆あと一歩及ばず準Vとなった兵庫合同・山戸翔馬監督　
「決勝戦は全員で戦えたナイスゲームだったと思う。得点されても諦めることなく取り返す姿勢は褒めてあげたい。しかし、取るべきアウトをしっかり取るというところが、今後の課題です。打つ方では角勇翔が流れを作ってくれたし、栢橋琉衣のピッチングでリズムよく守れました。今日の敗戦から学んだことを改善して、勝てるチームに成長してほしいですね」
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◆準決勝（宝塚戦）で終盤に攻め込まれ決勝進出はならなかった大阪中央・吉田幸司監督
　「初回に2点ずつ奪い合ったが、その後はゼロの行進が続く接戦で、緊張感もあり今後の戦いが楽しみな試合ができた。選手全員に勝ちたい気持ちがあった。反省すべきはピンチの場面での気持ちの切り替えが必要。そんな中、ダブルプレーを2つ取れたのは大きな収穫です」
[image: ]
◆声を掛け合い3位となった堺・石田武志監督　
「選手の間に緊張はあったが、声もよく出ていたし、掛け合っていたのはよかった。アウトカウントや走塁の確認ができておらず、ミスにつながってしまった。負けはしましたが、杉本侑叶（4年）－山内龍昇（3年）のバッテリーはよく辛抱して試合を作ってくれた。杉本は予想以上の投球内容でした。やはりミスの多い方が負けるということ。練習でしないミスを本番で出さないようにしたいです」
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5-2.　掲載記事

③ 関西北部秋のイベント「ベースボール　ハッピーハロウィーン」開催！　オープン戦、Tボール大会、仮装大会で大盛り上がり　（2024年10月25日掲載）

リトルリーグに興味のある小学生集まれ！　関西北部リトルリーグの秋のイベント「ベースボール　ハッピーハロウィーン」が20日、大阪府大東市の大東龍間グラウンドで開催された。好天にも恵まれ約40人が参加。オープン戦やTボール大会に汗をかき、ハロウィーンイベントでは仮装大会に大盛り上がりだった。
[image: ]　[image: ]
★第1試合　大東・交野の土田＆北部合同の花房がMVP
単独チームでの大会出場や選手数が減少傾向にあるリトルリーグ界に、もっと興味を持ってもらおうと関西北部リトルリーグが企画した。マイナー（小学2年生から4年生）選手や体験者を対象に、野球の楽しさや面白さを実感してもらうとオープン戦2試合を行った。

マイナーの部オープン戦第1試合は大東・交野が9－3で北部合同に勝った。MVPには土田英志選手（大東・交野）と花房桔京選手（北部合同）が選ばれた。

同第2試合は北部合同が反撃を見せ14－7のダブルスコアで大東・交野に勝利した。MVPには佐藤豪己選手（北部合同）と萩野奏春選手（大東・交野）の2人が決まった。

未経験者が中心となったTボール大会では、参加者は力いっぱいにバットを振り、快音を響かせていた。また、ハロウィーン大会は思い思いの衣装に着替え、イベントを盛り上げ、参加賞のプレゼントに大喜びしていた。（※写真は提供）
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◆オープン戦第1試合を勝利した大東・交野の江端正法監督　「先発の萩野奏春と4番を打った土田英志の活躍が光った試合だった。土田の4安打という大暴れにはびっくり。三回の投直をうまくさばいてくれたことや、五回の投手交代後の併殺で流れを呼び込めた。チーム全体の連係もよく、今後に向けてはグラウンド内の行動を早くし、試合では積極的に打つ、走ることを徹底していきたいです」

◆しっかりと4番の仕事を果たした同・土田英志選手　「試合に備えて家で、羽根打ちで練習をしてきました。試合で二塁打できたのはうれしかったです。守備では仲間のカバーをするのは難しかったけど『落ち着いて』と声を掛け合いました。次の試合ではランニングホームランを打てるようになりたいです」

◆第1試合に敗れても次戦への課題を見つけた北部合同・小林英雄監督「ゼット杯に敗戦後、いろいろなポジションを試してみました。ベンチ内での応援も元気があってチームのパフォーマンスはよかったと思います。しかし、取れるアウトを取りこぼしたことは改善の必要があります。確実にアウトをとれるように頑張ります。新加入のメンバーにもみんなで盛り上げいい雰囲気の中、試合ができました。春までに多くのポジションを守れるように練習していきます」

◆打撃で見せ場を作った同・花房桔京選手　「ランナーがたまっていたので、絶対に自分がかえそうと思っていました。打った瞬間にタイムリーになるなと感じる手応えでした。次の目標は2安打できるようになりたいです」

◆第2試合の勝利を振り返る北部合同・小林英雄監督　「ランナーをためてしっかり打ってくれたことが勝因です。投げては4人の投手陣が踏ん張ってくれた。2番手・佐藤豪己と3番手・益田駿太は完璧な投球を見せてくれました」

◆第2試合で投打の活躍をした北部合同・佐藤豪己選手　「3安打できたことと、エラーがらみだったけど、ホームまでかえれたことはうれしかった。ストライクをもっととれるようになりたいです」

◆第2試合は敗れた大東・交野の江端監督　「第1試合に比べ、少し元気がなかった感じがする。初回に6失点したが、諦める選手はいなかった。失策や失点は仕方のないこと。その後にどんな声をかけられるかが、大事になってくる。基本となるキャッチボールをしっかりやり、次の試合に備えます」


◆第2試合は右翼守備でアピールした同・萩野奏春選手　「きょうは守備練習と特にキャッチボールはしっかりとやって試合に臨みました。試合では右飛をナイスキャッチできたのはうれしかった。右ゴロを一塁で刺そうと狙ったのは、いいプレーだったと思います。次はバッティングで頑張り、ランニングホームランを打ちたいです」

以上
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